














































「懸賞ア ・ラ ・モー ド新案染織品募集」およ
び 「流行品ア ・ラ ・モー ド陳列会」である。
この組織を基盤として始まった百選会は,大
正2年 から大正12年までは,毎年春 ・秋の2

































































第五期 ・昭和3年 頃から昭和6年 頃まで
一科は日本の伝統的意匠
二科は西欧の伝統的意匠
第六期 ・昭和7年 頃から昭和13年頃まで
一科二科制の廃止
国粋的傾向
第七期 ・昭和14,15年頃
戦争に向け,国家の指針に依拠 した傾向
新図案創作の手段
以上の変遷を俯瞰してみると,西洋という
異文化と,日本の伝統的意匠,その二つの発
想源が複雑に絡みながら,短い周期での展開
を見せていることが分かる。
この時期の社会は,西欧の文化を,憧 憬を
もって受容 しようとする心理と,世界を認識
することで日本の伝統を自覚 し,その過去の
美意識を守ろうとする精神がせめぎあってい
たところにその特徴がある。この複雑な社会
心理が和服の図案にも反映 していたと捉える
ことができよう。
さらに,百選会は,西洋と日本の意匠を源
泉に しながらも,そこに変容の操作を加える
ことで,和服 という伝統的形態に対応する図
案,あ るいは新 しい時代に即した図案の創造
を常に意識していたようである。
日本の長い歴史の中で培われてきた和服の
伝統は,西洋の影響が極めて顕著なこの時期
においても,その形態を容易に変化させるこ
とはなかったが,時代と共に常に変化 してき
た図案に関しては,社会を反映させる装置と
して,百貨店の商業的戦略の有効な武器となっ
た。 こうして百選会は社会動向の分析を基に
時代の求める意匠を導き出 し,西欧の異文化
と日本の伝統を源泉に新奇性に富んだ意匠を
展開していたのであった。
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